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2024年２月13日 

各 位 

会 社 名  株式会社カイオム・バイオサイエンス 

代表者名  代 表 取 締 役 社 長   小林 茂 

（コード：4583 東証グロース） 

問合せ先  取締役経営企画室長 美女平 在彦 

 （TEL．03-6383-3561） 

 

第 20回定時株主総会の議案付議に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、以下について、 2024 年３月 26 日開催予定の第 20 回定時

株主総会に付議することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分の件 

(1) 資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分を行う目的 

当社は、2023 年 12 月 31 日現在 5,236,350,278 円の繰越利益剰余金の欠損を計上しておりま

す。今般、この欠損金を填補し、財務体質の健全化を図るとともに、今後の資本政策上の柔軟性

及び機動性を確保することを目的として、資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分

を行うものであります。 

具体的には、会社法第 447 条第１項及び第 448 条第１項の規定に基づき、資本金及び資本準備

金の額を減少し、これらをその他資本剰余金に振り替えるとともに、会社法第 452 条の規定に基

づき、増加後のその他資本剰余金を繰越利益剰余金に振り替え、欠損額の填補に充当するもので

あります。 

なお、本件は、払い戻しを行わない無償減資であり、発行済株式総数を変更することなく資本

金及び資本準備金の額を減少するものであるため、株主の皆様が所有する株式数に影響を与える

ものではございません。また、資本金及び資本準備金の額の減少によって当社の純資産額及び発

行済株式総数にも変更はございませんので、１株当たりの純資産額に変更を生じるものではござ

いません。  

 

(2) 資本金及び資本準備金の額の減少の内容 

会社法第 447 条第１項及び第 448 条第１項の規定に基づき、資本金及び資本準備金の額を減

少させ、その他資本剰余金に振り替えるものであります。 

① 減少する資本金及び資本準備金の額  

資 本 金 2,388,422,156 円のうち 2,288,422,156 円  

資本準備金 3,988,202,435 円のうち 2,947,928,122 円  

② 増加するその他資本剰余金の額  

その他資本剰余金 5,236,350,278 円  
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(3) 剰余金の処分の内容  

会社法第 452 条の規定に基づき、資本金及び資本準備金の額の減少の効力発生を条件に、増加

したその他資本剰余金 5,236,350,278 円を全額減少させ、繰越利益剰余金に振り替え、欠損填補

に充当するものであります。 

① 減少する剰余金の項目及びその額  

その他資本剰余金 5,236,350,278 円  

② 増加する剰余金の項目及びその額 

繰越利益剰余金   5,236,350,278 円  

 

(4) 資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分後の純資産の部  

（単位：千円）  

科目 2023 年 12 月 31 日現在 実施後 

株主資本 1,139,981 1,139,981 

 資本金 2,388,422 100,000 

 資本剰余金 3,988,202 1,040,274 

  資本準備金 3,988,202 1,040,274 

 利益剰余金 △5,236,350 - 

  その他利益剰余金 △5,236,350 - 

   繰越利益剰余金 △5,236,350 - 

自己株式 △292 △292 

新株予約権 17,741 17,741 

純資産合計 1,157,723 1,157,723 

 

(5) 資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分の日程  

① 取締役会決議日     2024 年２月 13 日  

② 定時株主総会決議日     2024 年３月 26 日（予定） 

③ 債権者異議申述公告日     2024 年３月 29 日（予定）  

④ 債権者異議申述最終期日    2024 年４月 30 日（予定）  

⑤ 効力発生日      2024 年５月 １日（予定）  

 

(6) 今後の見通し  

本件は、純資産の部における勘定科目間の振替処理であり、純資産額の変動はなく、業績に与え

る影響はありません。なお、本件は、2024 年３月 26 日開催予定の第 20 回定時株主総会において

承認可決されることを条件としております。 
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２．新任監査役選任の件 

(1) 新任監査役候補者 

 

（常勤）監査役  降矢 朗行       1945年１月29日生 

 

(2) 新任監査役選任の理由 

第20回定時株主総会の終結の時をもって監査役菊地松夫氏が一身上の都合により辞任いたしま

すので、新たに監査役の選任を行うものであります。降矢朗行氏は菊地松夫氏の補欠として選任

するものであり、その任期は当社定款の定めにより、前任者の残存期間となります。 

なお、降矢氏の選任に当たっては、監査役会の同意を得ております。 

 

(3) 新任監査役候補者の略歴 

1968年４月 第一製薬㈱（現 第一三共㈱） 入社 

1999年４月 同社 医薬開発統括部 部長 

1999年６月 同社 理事 

2001年６月 同社 取締役 

2003年６月 ㈱第一ラジオアイソトープ（現 PDRファーマ㈱）代表取締役社長 

2007年６月 同社 相談役 

2007年12月 ㈱ペルセウスプロテオミクス 代表取締役社長 

2016年７月 同社 相談役 

2017年３月 当社 社外取締役 就任 

2023年３月 当社 社外取締役 退任 

 

以 上 


